
　　　　

2025 年 1 月 14 日

8 時 30 分から 18 時 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 多機能型事業所　ななつの風（児童発達支援） 支援プログラム（参考様式） 作成日

法人（事業所）理念
在宅で自分の持てる力を発揮し、そのひとらしさと尊厳のある暮らしを応援します。
医療機関及び行政・多職種との連携を密に行い、地域の医療・保健・福祉へ貢献します。
職員の一人ひとりの幸せを考え、やりがいのある職場づくりに努めてまいります。

支援方針

１.子供たち一人ひとりの特性に応じた質の高い療育ができるよう自己研鑽に努めます。
２.保護者が抱えられている困りごとについて共に考え解決できるように努めます。
３.地域に開かれた事業所として地域との交流を図り、地域とのつながりを築いていけるよう努めます。
４.職員は、お客様一人一人と接することに喜びを感じ、常に自らを振り返り内省出来るよう努めます。
５.職員同士は、支えあい、健康に留意し経営理念に基づき事業運営に努めていきます。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

・トイレに行くタイミングの声かけを行ったり、手洗いの方法を絵カードで提示します。
・衣服の着脱や身だしなみを整えられるよう支援(絵カード・写真カード・声かけ)します。
・スケジュールを提示し、時間を意識しながら行動することで生活リズムを身に付けます。

・理学療法士が立案したサーキットメニューを行い、体幹・筋力の維持強化を図ります。
・リズム遊びや製作を通してさまざまな感覚（視覚・触覚・聴覚・嗅覚・味覚）に刺激を与え、体験します。
・日常生活に必要な基本的技能の向上を図ります。

・スケジュールボードやタイムタイマーなど視覚的ツールを用いてスケジュールの提示を行い、見通しを持って活動に参加できるよう支援します。
・製作活動により色・形・重さ・柔らかさなどの感覚を養ったり、季節を感じられるよう支援します。
・感情コントロールや気持ちの切り替えができるよう絵カードの提供や環境調整を行います。

・遊びや様々な活動を通して多くの言葉にふれるよう支援します。
・絵カード・写真カード・イラストモデルなどの視覚的ツールを用いて自分の考えや思いを言語で伝える（表出）支援をします。
・言語聴覚士による言語訓練の実施を行います。

・スタッフやお友達と一緒に行う遊びや活動を通してルールが分かり他者との関わり方の経験を積めるよう支援します。
・製作活動を通し「やりとげた」という達成感を感じ、褒められることで自己肯定感が高められるよう支援します。
・お友達との関わりを持ち、遊びの発達段階を元に遊びの提供を行います。

主な行事等

・季節の行事(七夕会・運動会・親子豆まき会・ひなまつり会など)
・避難訓練

家族支援

・必要に応じて相談助言を行います。
・日々の連絡帳を通して情報共有を図ります。 移行支援

・進級、進学時に必要な情報を提供します。
・保育園、幼稚園、認定こども園、医療機関と連携を図り、状況に応じて
相談助言を行います。

地域支援・地域連携

・運動会や講演会などを実施します。
・活動に散歩を取り入れ、地域の方との触れ合いを行います。
・自立支援協議会、担当者会議へ参加します。

職員の質の向上

・事業所内研修の実施(月1回)を行っています。
・施設外の研修に積極的に参加しています。
・事業所内で事例検討会を行い、支援方法の統一を図っています。


